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次のとおり活動したことを報告します。 

【活動報告月：２０２３年７月分】 

１．実施した活動の概要・状況 

 ７月は先月始まったマリンアクティビティ体験ツアーに参加されるお客様も多く、海での活動が多くあった。

また、大畑川をフィールドにした RAC アシスタントインストラクター講座では、川の特性や危険性、そして面

白さを学ぶことができ、１か月を通して、水上アクティビティに対する理解を深められたように思う。 

 

〈主な活動〉 

〇７月１日（土）２日（日）RAC アシスタントインストラクター講座 

 昨年の RAC リーダーに続き、今年も川に学ぶ体験活動協議会によるアシスタントインストラクター講座を受

講した。川での体験活動におけるリスクマネジメントやロープを使ったレスキューの方法などを実践的に学ぶこ

とが出来た。さらに、今年は指導者としての言動や、「川遊びを通して子どもたちに何を伝えたいのか」など、受

講生それぞれの個性や持ち味を生かした指導方法についても学ぶことができ、同じ川であっても指導者によって

与える印象や体験のさせ方が大きく変わることを知った。 

 協力隊の事業として、川でのガサガサイベントなども実施しているため、安全管理を徹底したうえで体験者・

参加者に何をどう伝えるか、一指導者として意識していきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〇７月８日（土）防災士資格試験 

 今年度、むつ市川内地域全体の防災意識、またそのためのコミュニティ意識の向上のため防災ワークショップ

を実施する予定である。その際、確かな防災に関する知識と実践力をもってイベントを進めていくため、また広

報時の発信力を促進させるため、 防災士試験を受験した。 防災士は「自助」「共助」「協働」を原則としており、

災害時、公的な救援活動が始まるまでの間、市民主体の初期消火や避難誘導が実施できるよう、具体的な事例を

参考にしながら学ぶことが出来た。川内地域の特性も考慮しながら学びを深めることで、被災時川内地域の住民

が確かな知識を持って主体的に行動できるよう防災に関する活動を進めていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．翌月の活動予定 

 ８月は以下の活動に加えて、海開き期間中はかわうち・まりん・びーちへの飲食・フロート出店を行う。 

 

  ８月１１日（金） マリンアクティビティプロモーションのためのビデオ撮影 

  ８月１２日（土） KAWAUCHI 星空教室～2023 夏～ 

 


